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POLITICS

シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
攻
か
ら
４
カ
月
以
上
が

経
ち
、
世
界
で
は
食
料
危

機
が
叫
ば
れ
て
い
る
。

　

日
本
で
も
、
国
内
メ
ー
カ
ー
の
値
上
げ
ラ

ッ
シ
ュ
や
家
計
へ
の
影
響
な
ど
が
盛
ん
に
報

道
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
不
安
を
煽
る
メ

デ
ィ
ア
に
よ
っ
て
、
消
費
者
が
パ
ニ
ッ
ク
と

な
り
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
マ
ス
ク
買
い
占

め
騒
動
の
よ
う
な
事
態
に
な
ら
ぬ
よ
う
、
ま

ず
は
冷
静
に
足
元
の
状
況
を
見
て
、
昨
今
の

情
勢
と
向
き
合
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　

筆
者
の
も
と
に
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
メ
デ
ィ

ア
の
記
者
が
取
材
に
来
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
の
際
、
筆
者
は
必
ず
こ
う
聞
く
。

「
２
０
０
８
年
に
〝
食
料
危
機
〞
で
大
騒
ぎ

に
な
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
か
？
」

　

と
こ
ろ
が
、
多
く
の
記
者
が
「
覚
え
て
い

な
い
」
と
口
を
そ
ろ
え
る
の
だ
。

　

当
時
は
、
北
海
道
洞
爺
湖
に
お
い
て
、
第

34
回
主
要
国
首
脳
会
議
（
サ
ミ
ッ
ト
）
が
開

か
れ
、
食
料
価
格
の
高
騰
が
重
要
課
題
の
一

つ
と
な
っ
た
。
ブ
ラ
ジ
ル
・
ロ
シ
ア
・
イ
ン

ド
・
中
国
（
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
ｓ
）
に
代
表
さ
れ
る

新
興
国
の
穀
物
需
要
が
増
加
し
た
こ
と
に
加

え
て
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
燃
料
に
す
る
バ
イ

オ
エ
タ
ノ
ー
ル
の
需
要
が
高
ま
っ
た
こ
と

で
、
米
国
の
穀
物
生
産
が
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
に

偏
り
、
大
豆
や
小
麦
の
価
格
も
高
騰
し
た
。

　

こ
の
と
き
の
サ
ミ
ッ
ト
は
「
Ｇ
８
」、
つ

ま
り
ロ
シ
ア
も
参
加
し
て
い
た
。
そ
の
ロ
シ

ア
が
起
こ
し
た
戦
争
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ

れ
た
と
さ
れ
る
の
が
現
在
の
〝
食
料
危
機
〞

だ
。
小
麦
の
輸
出
量
は
、
ロ
シ
ア
が
世
界
第

１
位
で
３
７
２
７
万
㌧
、「
欧
州
の
パ
ン
か

ご
」
と
も
称
さ
れ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
も
１
８
０

６
万
㌧
で
同
５
位
（
20
年
）
で
あ
る
。

　

石
油
価
格
の
上
昇
も
あ
る
。
米
国
に
お
け

ロ

メ
デ
ィ
ア
が
煽
る〝
食
料
危
機
〞

本
当
の
危
機
は
国
内
農
政
の
愚
行

ロシア軍の支配下にあるウクライナ南東部のザポリージャ地域の小麦畑

WEDGE

OPINION

山下一仁
Kazuhito Yamashita

キヤノングローバル戦略研究所
研究主幹

1955年生まれ。東京大学法学部卒業
後、農林省入省。米ミシガン大学応
用経済学修士。東京大学農学博士。
農林水産省ガット室長などを歴任。
近著に『日本が飢える！ 世界食糧危
機の真実』（幻冬舎新書）

ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
に
端
を
発
し
て〝
食
料
危
機
〞が
叫
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

し
か
し
、日
本
の
本
当
の
危
機
は
日
々
、報
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
は
な
く
、国
内
農
政
の
愚
行
に
あ
る
。
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Wedge Special Report

歪んだ戦後日本の安保観
改革するなら今しかない

防衛費倍増の前にすべきこと

文・インタビュー

先﨑彰容、グラント F・ニューシャム、冷泉彰彦、篠田英朗、佐藤 謙、大澤 淳、古谷知之、千々和泰明、藤城 眞
編集部（野川隆輝、木寅雄斗、友森敏雄）

安全保障と言えば、真っ先に「軍事」を思い浮かべる人が多いであろう。
だが本来は「国を守る」という考え方で、想定し得るさまざまな脅威にいかに対峙するかを指す。

日本人が長年抱いてきた「安全保障観」を、今、見つめ直してみよう。
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後
、
日
本
は
、
世
界
は
ど

う
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す

か
」。
コ
ロ
ナ
禍
以
降
、

し
ば
し
ば
人
か
ら
質
問
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
当
然
と
言
え
ば
当
然

で
、
眼
に
見
え
な
い
敵
に
わ
れ
わ
れ
が
抱
く

恐
怖
は
ど
こ
ま
で
も
広
が
る
。
地
震
や
津
波

で
破
壊
さ
れ
た
わ
け
で
も
な
い
の
に
、
店
舗

か
ら
も
鉄
道
か
ら
も
人
が
消
え
、
従
来
の
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
が
通
用
し
な
い
。
社
会
は
混

沌
に
陥
っ
た
の
だ
。

　

そ
の
中
を
生
き
る
「
私
」
も
位
置
づ
け
を

見
失
い
、
ど
う
生
き
た
ら
い
い
か
分
か
ら
な

い
。
羅
針
盤
が
な
け
れ
ば
、
ど
ち
ら
に
進
ん

だ
ら
い
い
か
分
か
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
投

資
先
も
将
来
像
も
描
け
な
い
。

　

そ
こ
に
突
然
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
が
重
な

っ
た
。
常
任
理
事
国
の
一
角
を
占
め
る
ロ
シ

ア
が
核
兵
器
の
使
用
を
ち
ら
つ
か
せ
、
西
側

全
て
を
敵
に
回
し
て
い
る
。
第
二
次
世
界
大

戦
後
の
国
際
秩
序
へ
の
挑
戦
で
あ
り
、
国
連

へ
の
期
待
と
い
う
常
識
は
通
用
し
な
い
。
い

っ
た
い
世
界
は
、
日
本
は
、
ほ
か
な
ら
ぬ
私

自
身
は
ど
う
な
っ
て
し
ま
う
の
か

│
。
こ

う
し
た
不
安
が
、質
問
者
の
背
景
に
は
あ
る
。

　

だ
か
ら
防
衛
費
の
国
内
総
生
産（
G
D
P
）

比
２
％
へ
の
増
額
で
あ
れ
、
憲
法
改
正
で
あ

れ
、
コ
ロ
ナ
対
応
の
是
非
で
あ
れ
、
個
別
問

題
だ
け
を
論
じ
て
も
意
味
が
な
い
。
近
視
眼

的
に
是
非
を
論
じ
、
興
奮
し
て
い
る
だ
け
で

は
将
来
像
は
描
け
な
い
。
日
本
が
置
か
れ
て

い
る
現
状
を
俯
瞰
し
、
時
代
全
体
の
流
れ
を

把
握
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
広
い
視
野
を

持
つ
者
こ
そ
、
羅
針
盤
の
行
く
先
を
指
し
示

す
こ
と
が
で
き
る
か
ら
だ
。

現
代
社
会
を
象
徴
す
る
言
葉 

「
権
威
の
喪
失
」と「
多
頭
化
」

　

で
は
現
代
社
会
を
ど
う
理
解
す
べ
き
か
。

「
権
威
の
喪
失
」
と
「
多
頭
化
」
が
キ
ー
ワ

ー
ド
と
な
る
。
例
え
ば
こ
れ
ま
で
、
私
た
ち

の
情
報
源
は
テ
レ
ビ
で
あ
れ
新
聞
で
あ
れ
、

限
ら
れ
た
少
数
の
媒
体
の
情
報
か
ら
発
信
さ

れ
た
も
の
を
享
受
し
、
社
会
を
知
る
基
準
と

し
て
き
た
。
テ
レ
ビ
や
新
聞
に
掲
載
さ
れ
る

記
事
は
「
真
実
」
で
あ
り
、
識
者
は
そ
れ
な

り
の
見
識
と
地
位
が
な
け
れ
ば
登
場
す
る
資

格
を
持
た
な
い
。つ
ま
り
テ
レ
ビ
や
新
聞
は
、

権
威
あ
る
少
数
の
媒
体
で
あ
り
、
視
聴
者
は

受
け
身
に
情
報
を
得
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

ツ
イ
ッ
タ
ー
や
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
な
ど
の
Ｓ

Ｎ
Ｓ
が
引
き
起
こ
し
た
革
命
と
は
、
こ
の
常

識
全
て
を
覆
し
た
こ
と
に
あ
る
。
画
面
の
向

こ
う
に
は
夥
し
い
数
の
発
信
者
が
い
て
、
自

分
の
意
見
を
発
信
し
て
い
る
。
い
つ
で
も
、

ど
こ
で
も
、
誰
で
も
番
組
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

「
今

先﨑彰容 
Akinaka Senzaki

日本大学危機管理学部 教授

東京大学文学部倫理学科卒、東北大学大学院博士課程
を修了。フランス社会科学高等研究院に留学。専門は
日本思想史。著書に『違和感の正体』、『バッシング論』、

『国家の尊厳』（以上、新潮新書）の三部作が話題に。

安全保障は「究極の生活インフラ」
今こそ必要な強い司令塔

現代日本は〝権威〟が崩れ、小規模成功者が蠢く「多頭化」の時代だ。
そんな日本が国際社会をリードするにはどうすべきか─。処方箋を示そう。

DA-KUK /GETTYIMAGES日本は世界の〝主人公〟の一角となることを否応なく求められている
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Ｒ
呉
線
天
応
駅
に
あ
る
本

社
か
ら
高
速
船
に
乗
る
こ

と
約
10
分
。
瀬
戸
内
海
に

浮
か
ぶ
そ
の
島
に
目
指
す

建
物
は
あ
っ
た
。
中
国
化
薬（
広
島
県
呉
市
）

江
田
島
工
場
で
あ
る
。

　

同
工
場
で
は
、
日
本
で
唯
一
、
弾
薬
な
ど

に
使
わ
れ
る
ト
リ
ニ
ト
ロ
ト
ル
エ
ン
（
Ｔ
Ｎ

Ｔ
）
火
薬
を
製
造
し
て
い
る
。
ま
た
、
大
砲

や
戦
車
な
ど
の
砲
弾
へ
の
爆
薬
の
充
塡
を
行

っ
て
お
り
、
日
本
の
安
全
保
障
、
防
衛
産
業

に
と
っ
て
欠
か
せ
な
い
存
在
と
い
え
る
。

　

だ
が
、
同
社
の
神
津
善
三
朗
代
表
取
締
役

会
長
は
「
こ
こ
30
年
間
、
防
衛
省
向
け
の
売

上
金
額
は
ほ
ぼ
変
わ
っ
て
い
な
い
」
と
苦
し

い
現
状
を
吐
露
す
る
。
限
ら
れ
た
防
衛
予
算

の
中
で
は
、
市
場
規
模
も
小
さ
く
な
ら
ざ
る

を
得
な
い
。
そ
の
間
も
原
材
料
費
は
否
応
な

く
上
が
り
、
設
備
の
維
持
・
更
新
費
用
は
経

営
に
重
く
の
し
か
か
る
。
か
つ
て
７
０
０
人

い
た
社
員
も
、
今
や
４
７
０
人
と
な
っ
た
。

　

省
人
化
に
も
限
界
が
あ
る
。神
津
氏
は「
防

衛
装
備
品
は
、〝
多
品
種
少
量
生
産
〞。
１
つ

の
生
産
ラ
イ
ン
で
、
時
期
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ

ま
な
規
格
の
砲
弾
を
製
造
す
る
た
め
、
手
作

業
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
部
分
が
あ
る
。
爆

薬
を
扱
う
上
で
の
、
保
安
上
の
細
か
な
制
限

も
あ
り
、
ラ
イ
ン
を
常
に
稼
働
さ
せ
る
こ
と

は
で
き
な
い
」
と
話
す
。
実
際
、
小
誌
記
者

が
江
田
島
工
場
を
訪
れ
た
６
月
下
旬
に
は
、

Ｔ
Ｎ
Ｔ
製
造
設
備
は
停
止
し
て
い
た

│
。

　

日
本
の
防
衛
産
業
が
存
亡
の
危
機
に
瀕
し

て
い
る
。
機
関
銃
の
生
産
か
ら
撤
退
し
た
住

友
重
機
械
工
業
、軽
装
甲
機
動
車
（
Ｌ
Ａ
Ｖ
）

の
開
発
中
止
を
決
め
た
コ
マ
ツ
、
艦
艇
・
官

公
庁
船
事
業
を
三
菱
重
工
業
へ
売
却
し
た
三

井
Ｅ
＆
Ｓ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
（
旧
三
井
造

船
）
な
ど
撤
退
が
相
次
ぐ
。
あ
え
て
撤
退
を

表
明
し
な
い
企
業
も
あ
る
。

　

防
衛
装
備
庁
が
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

に
よ
る
と
、
２
０
１
７
年
の
防
衛
装
備
品
生

産
企
業
に
お
け
る
総
売
り
上
げ
に
占
め
る
防

衛
関
連
売
り
上
げ
の
割
合
は
、
平
均
で
わ
ず

か
３
％
で
あ
り
、「
利
益
率
も
低
い
」
と
、

防
衛
関
係
者
は
口
を
揃
え
る
。

　

ま
た
、
防
衛
装
備
品
は
市
場
価
格
が
存
在

し
な
い
場
合
が
多
い
。
そ
の
た
め
、
一
般
的

に
、
競
争
入
札
に
し
て
も
、
随
意
契
約
に
し

て
も
、
契
約
時
に
原
価
な
ど
か
ら
「
予
定
価

格
」
を
算
出
し
、
契
約
履
行
後
に
実
績
額
の

J

青息吐息の防衛産業
「安保の基盤」の崩壊を座視するな

どのような安全保障戦略も、それらを担う兵器を生産する企業が存在してこそだ。
しかし、今の防衛産業からは、明るい話は聞こえてこない。「儲からない」「先も見通せない」。実態を取材した。

中国化薬がある呉は、戦前から軍事と共
に発展した軍民「共存共栄の街」だ
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国
は
長
年
、
日
本
に
対
し

て
、
目
に
物
見
せ
よ
う
と

し
て
き
た
。
注
意
を
払
っ

て
い
る
人
に
は
明
々
白
々

で
あ
る
一
方
、
永
田
町
で
は
、
注
視
す
る
人

が
足
り
な
か
っ
た
。
だ
が
、
ロ
シ
ア
に
よ
る

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
が
日
本
政
府
を
目
覚
め
さ

せ
た
よ
う
だ
。
今
、
台
湾
が
「
ア
ジ
ア
の
ウ

ク
ラ
イ
ナ
」
に
な
る
こ
と
、
そ
し
て
好
む
と

好
ま
ざ
る
と
に
か
か
わ
ら
ず
、
日
本
が
巻
き

込
ま
れ
る
こ
と
が
危
惧
さ
れ
て
い
る
。

　

日
本
の
政
治
家
は
口
々
に
「
台
湾
の
防
衛

は
日
本
の
防
衛
だ
」（
こ
れ
は
確
か
に
事
実

だ
）
と
話
し
て
い
る
。
岸
田
文
雄
首
相
は
日

本
の
防
衛
費
を
２
倍
に
増
額
し
、
防
衛
力
を

「
抜
本
的
に
強
化
」
す
る
と
約
束
し
た
。

　

政
界
に
は
切
迫
感
が
広
が
り
、
こ
う
し
た

中

元海兵隊大佐から日本へ
「戦うための準備はできているか」
もし数年以内に、日本が中国から攻撃を受けたとしてもほとんど戦うことはできない。
それは戦うための体制作りができていないからだ。日本に必要な「準備」をここに示す。

グラント F・ニューシャム
Grant F.Newsham

元海兵隊大佐・日本戦略研究フォーラム上席研究員

1956年、米バージニア州生まれ。プリンシピア
大学卒業後、UCLA法科大学院修了。米太平洋海
兵隊予備役作戦参謀及び情報参謀、駐日米国大使
館海兵隊武官などを歴任。2013年10月より現職。
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国
の
国
防
費
に
お
い
て
、

研
究
開
発
の
予
算
は
際
立

っ
て
い
る
。
２
０
２
１
年

の
国
防
費
総
額
は
約
８
０

０
０
億
㌦（
国
内
総
生
産〈
Ｇ
Ｄ
Ｐ
〉
の
３
・

５
％
、
約
１
０
０
兆
円
）
で
あ
る
が
、
そ
の

う
ち
約
12
・
５
％
と
い
う
巨
額
の
予
算
が
、

研
究
開
発
に
投
じ
ら
れ
て
い
る
。
正
確
に
言

え
ば
、
Ｒ
＆
Ｄ
（
研
究
と
開
発
）
だ
け
で
な

く
、
こ
れ
に
Ｔ
＆
Ｅ
（
テ
ス
ト
と
評
価
）
を

加
え
た
Ｒ
＆
Ｄ
Ｔ
Ｅ
が
１
つ
の
予
算
枠
と
な

っ
て
い
る
。
そ
の
総
額
は
実
に
１
０
０
０
億

㌦
（
13
・
５
兆
円
）
に
達
す
る
。

　

一
方
で
、
米
国
の
大
学
に
お
け
る
研
究
開

発
予
算
は
、
お
よ
そ
年
額
で
８
０
０
億
㌦
と

言
わ
れ
て
い
る
。
防
衛
費
に
お
け
る
Ｒ
＆
Ｄ

Ｔ
Ｅ
の
総
額
が
１
０
０
０
億
㌦
だ
と
し
て
、

そ
の
一
部
は
独
立
系
の
研
究
機
関
や
営
利
企

業
の
研
究
費
に
回
る
わ
け
で
、
大
学
に
行
く

の
は
８
０
０
億
㌦
程
度
で
あ
る
。
と
い
う
こ

と
は
、
大
学
に
お
け
る
研
究
の
総
予
算
に
お

い
て
大
学
の
資
金
調
達
が
８
０
０
億
㌦
で
あ

る
か
ら
、
こ
れ
と
ほ
ぼ
同
額
の
軍
学
共
同
研

究
の
予
算
が
８
０
０
億
㌦
加
わ
り
、
こ
れ
に

国
立
衛
生
研
究
所
（
Ｎ
Ｉ
Ｈ
）
が
用
意
す
る

医
薬
系
の
外
部
委
託
研
究
予
算
３
０
０
億
㌦

が
加
算
さ
れ
て
、
さ
ら
に
営
利
企
業
と
の
産

学
連
携
が
加
わ
る
と
い
う
構
図
だ
。

米

基礎研究に巨費を投じる米国
進む軍学連携と人材多様化

米国では大学の基礎研究予算のうち出所の4割を軍が占め、しかも米国が誇る名門大学は多くが民間の私立だ。
それでも高度な軍事研究を行えるのは、「セキュリティ・クリアランス」という明確なルールが存在するからだ。

冷泉彰彦
Akihiko Reizei

作家・ジャーナリスト

米プリンストン日本語学校高等部主任。東京大学文学部卒、
米コロンビア大学大学院修士。福武書店（現・ベネッセコー
ポレーション）人事部課長補佐、海外事業部課長などを歴任。
著書に『アメリカモデルの終焉』（東洋経済新報社）など多数。
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マサチューセッツ工科大学（MIT）
は、第二次世界大戦中のレーダー
開発で躍進した歴史を持つ
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シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争

に
直
面
し
、日
本
政
府
は
、

歴
史
的
に
稀
有
な
ま
で
に

強
い
姿
勢
で
、
ロ
シ
ア
へ

の
制
裁
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
支
援
を
行
っ
て

い
る
。
今
後
も
日
本
が
国
際
秩
序
を
維
持
す

る
た
め
に
行
動
で
き
る
体
制
整
備
が
必
要

だ
。

　

防
衛
費
の
増
額
と
い
う
直
近
の
課
題
が
注

目
さ
れ
て
い
る
が
、
国
家
体
制
の
全
般
的
な

整
備
と
い
う
面
か
ら
見
れ
ば
、
日
本
国
憲
法

（
以
下
、
憲
法
）
を
整
理
し
て
お
く
こ
と
も
、

極
め
て
重
要
だ
。
今
こ
そ
、
憲
法
の
本
来
の

「
国
際
協
調
主
義
」
の
精
神
を
取
り
戻
す
好

機
だ
ろ
う
。

　

ま
ず
確
認
し
て
お
く
べ
き
こ
と
は
、
憲
法

は
、
本
来
、「
国
際
協
調
主
義
」
を
目
指
し

て
い
る
、
と
い
う
点
で
あ
る
。

　

日
本
は
か
つ
て
、
１
９
３
１
年
の
満
州
事

変
に
よ
っ
て
国
際
連
盟
が
象
徴
し
た
第
一
次

世
界
大
戦
後
の
国
際
法
規
範
に
あ
か
ら
さ
ま

な
挑
戦
を
し
、
東
ア
ジ
ア
に
お
い
て
侵
略
行

為
を
繰
り
返
し
た
。
そ
の
結
果
、
世
界
の
ほ

と
ん
ど
の
国
が
同
盟
関
係
を
結
ん
だ
「
連
合

諸
国
（U

nited N
ations

）」
に
敗
れ
去

っ
た
、
い
わ
ば
国
際
法
規
範
か
ら
外
れ
た
国

家
で
あ
っ
た
。
国
際
的
に
孤
立
し
た
過
去
の

日
本
の
行
動
を
反
省
し
、
新
た
に
国
際
社
会

ロ

二枚舌構造はもはや限界
日本国憲法の本来の精神とは

多くの日本人が、日本国憲法を誤解している─。
日本を取り巻く安全保障環境が激変する今こそ、「真の憲法」「真の９条」の意味を国民が理解する必要がある。

篠田英朗 
Hideaki Shinoda

東京外国語大学大学院総合国際学研究院 教授

英ロンドン大学（LSE）国際関係学博士（Ph.D.）取得。専門は国際政
治学（平和構築論）。著書に『パートナーシップ国際平和活動』（勁草書
房）、『紛争解決ってなんだろう』（ちくまプリマー新書）、『憲法学の病』

（新潮新書）、『ほんとうの憲法』（ちくま新書）など多数。

日本国憲法は本来、「国際協調主義」を謳っている

P A R T

06

TH
E A

S
A

H
I S

H
IM

B
U

N
/JIJI



58

を
受
け
取
る
だ
け
で
済
む

た
め
、
受
診
の
負
担
も
少

な
く
な
っ
た
。
し
か
も
、

薬
剤
師
さ
ん
が
体
調
を
確

認
し
て
服
薬
量
の
調
整
に
関
す
る
相
談
に
乗

っ
て
く
れ
る
の
で
、
安
心
し
て
治
療
を
受
け

ら
れ
て
い
る
。
リ
フ
ィ
ル
処
方
に
切
り
替
え

て
良
か
っ
た
」

　

こ
う
語
る
の
は
千
葉
県
に
住
む
70
代
男
性

の
高
血
圧
患
者
だ
。
元
々
、月
１
回
受
診
し
、

１
カ
月
分
ず
つ
処
方
を
受
け
て
い
た
が
、
症

状
は
安
定
し
て
い
た
た
め
、
医
師
の
提
案
で

リ
フ
ィ
ル
処
方
へ
切
り
替
え
た
と
い
う
。

　

リ
フ
ィ
ル
処
方
箋
は
簡
潔
に
言
え
ば
、
一

定
期
間
、
繰
り
返
し
使
え
る
処
方
箋
の
こ
と

で
、
２
０
２
２
年
度
診
療
報
酬
改
定
に
よ
っ

て
、４
月
か
ら
新
た
に
導
入
さ
れ
た
。
通
常
、

医
師
の
診
察
に
よ
っ
て
発
行
さ
れ
た
処
方
箋

は
薬
と
引
き
換
え
に
回
収
さ
れ
る
た
め
、
使

用
は
１
回
限
り
だ
が
、
こ
の
制
度
で
は
１
回

の
診
察
で
発
行
さ
れ
た
処
方
箋
を
最
大
３
回

ま
で
繰
り
返
し
使
用
で
き
る
。

　

適
用
は
冒
頭
の
男
性
の
よ
う
な
、
症
状
が

安
定
し
て
い
る
患
者
に
限
ら
れ
る
た
め
、
高

血
圧
や
高
脂
血
症
な
ど
の
慢
性
疾
患
が
主
な

対
象
と
な
る
。
症
状
に
変
化
が
乏
し
い
に
も

か
か
わ
ら
ず
常
用
薬
を
も
ら
う
た
め
に
毎
回

診
察
を
受
け
る
、
い
わ
ゆ
る
〝
お
薬
通
院
〞
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医療の担い手として、薬剤師はこれまで以上に重要な存在となるだろう

WEDGE  REPORT

普及進まぬリフィル処方箋
立ちはだかる〝壁〟を越えるには
〝お薬通院〟からの解放や医療費削減の切り札としても期待が高まるリフィル処方。
だが、２つの〝壁〟に阻まれ、普及が進んでいない。突破口はあるのか。
文・編集部（梶田美有）

「
薬
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「
子
育
て
支
援
」や「
女
性
活
躍
」を

〝
理
念
〞や〝
主
観
〞だ
け
で
語
る
な

ろ
う
か
。
だ
が
実
は
、
そ
れ
ら
を
達
成
す
る

こ
と
は
子
育
て
世
帯
や
女
性
自
身
の
み
な
ら

ず
、
社
会
全
体
に
と
っ
て
大
き
な
利
点
と
な

る
。
確
実
な
政
策
実
現
に
向
け
、「
な
ぜ
国

や
社
会
に
必
要
な
の
か
」と
い
っ
た
目
的
を
、

当
事
者
の
み
な
ら
ず
国
民
全
体
に
伝
え
、
広

く
理
解
や
支
持
を
得
る
必
要
が
あ
る
。

　

②
に
関
し
、
特
に
子
育
て
支
援
や
女
性
活

躍
推
進
と
い
っ
た
分
野
は
身
近
な
テ
ー
マ
で

あ
る
が
ゆ
え
に
、
誰
も
が
専
門
家
で
あ
り
、

と
か
く
〝
理
念
〟
や
〝
主
観
〟
で
語
ら
れ
や

す
い
。
個
人
の
経
験
か
ら
「（
親
は
）（
女
性

は
）
こ
う
あ
る
べ
き
」
と
い
っ
た
理
念
や
主

観
に
縛
ら
れ
て
い
て
は
一
向
に
歩
み
を
進
め

る
こ
と
が
で
き
な
い
ば
か
り
か
、「
船
頭
多

く
し
て
船
山
に
上
る
」
と
い
っ
た
結
果
に
つ

な
が
り
か
ね
な
い
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
を
打
破
す
る
に
は
、
誰

も
が
納
得
す
る
「
客
観
的
な
根
拠
（
エ
ビ
デ

ン
ス
）」
に
基
づ
い
た
政
策
実
現
が
不
可
欠

で
あ
る
。
国
の
政
策
に
関
し
、「
公
約
」
を

ス
タ
ー
ト
と
し
「
実
現
（
導
入
）」
を
ゴ
ー

ル
と
す
る
の
で
は
な
く
、
導
入
後
の
実
行
プ

ロ
セ
ス
や
効
果
検
証
を
含
め
、
確
実
か
つ
丁

寧
に
進
め
て
い
く
べ
き
だ
。

　

３
年
に
１
度
の
国
政
選
挙
を
好
機
と
し
、

改
め
て
日
本
に
お
け
る
子
育
て
支
援
・
女
性

活
躍
の
あ
り
方
を
考
え
て
み
よ
う
。

夏
、
第
26
回
参
議
院
選
挙

が
行
わ
れ
た
。
各
政
党
が

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
（
公
約
）

を
戦
わ
せ
た
〝
熱
〟
も
落

ち
着
き
、
い
よ
い
よ
本
腰
を
入
れ
て
政
策
実

現
へ
と
舵
を
切
る
。

　

だ
が
、こ
こ
で
ひ
と
つ
の
疑
問
が
浮
か
ぶ
。

選
挙
の
度
に
、
各
政
党
が
こ
ぞ
っ
て
「
子
育

て
支
援
の
拡
充
」
や
「
女
性
活
躍
社
会
の
実

現
」
を
訴
え
か
け
る
が
、
世
界
の
先
進
国
の

中
で
、
こ
れ
ら
の
分
野
に
お
け
る
わ
が
国
の

歩
み
が
遅
い
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。

　

子
育
て
支
援
を
通
じ
た
出
生
率
向
上
や
、

女
性
活
躍
推
進
を
通
じ
た
多
様
性
の
あ
る
社

会
の
実
現
は
、
将
来
の
日
本
に
と
っ
て
大
き

な〝
活
力
〟と
な
る
。
今
後
注
力
す
べ
き
は
、

そ
の
①
目
的
と
②
効
果
の
精
査
で
あ
る
。

　

①
に
つ
い
て
、
政
府
の
子
育
て
支
援
・
女

性
活
躍
推
進
の
目
的
が
、「
当
事
者
た
ち
の

支
持
を
得
る
こ
と
」
に
な
っ
て
は
い
な
い
だ

今
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